
 

 

関係機関向け学校公開の実施 

１１月１日（金）に進路指導部主催の「関係機関向けの学校公開」

を開催しました。目的は、地域の関係機関の方々に、本校の教育活

動の見学をとおして、視覚障害のある生徒の理解啓発を図り、労働

や生活の場における視覚障害者の可能性を模索してもらう機会と

することでした。 

企業、進学、福祉関係の事業所から３２名の方が出席くださり、

企業の人事担当の方や専門学校の先生、相談支援事業所の方々など、

いろいろなサポートを考えてくださる関係機関の方々でした。参加

された方からは、学校の様子を見学できたことで視覚障害者の理解

が深まり、実習や見学の受け入れの検討を考えてくださるという、

ご意見もいただけました。授業見学を通して、支援の仕方や支援機

器をご覧いただけたので、今後の生活や進路につながることが少し

はできたのではないでしょうか。 

 

職場体験報告「中学部」 

中学２年生では夏季休業期間を利用して職場体験に取り組んでい

ます。①自分の地域で②公的な機関で、学校や家庭とは違う場所へ

行き、２日間体験をしました。事前授業では「身だしなみ」「職場と

学校の違い」「礼や挨拶の方法」など多岐にわたり、体験後には１年

生へ発表会を行いました。どんなところが大変だったのか、身に着

けておくべき力はどんなことなのか。発表している２年生は行く前
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と比べると成長しているのを感じました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※公民館図書館、作業所などへ行きました。 

普通科 

１．普通科進路の取り組み報告 

 普通科では、進路学習を進めています。自分の進路に向けた知

識や体験など必要なことを身に付けていますが、何よりも大切な

ことは自分の体調管理ができることです。健康に気を付け、休む

ことなく学校生活を過ごせることは、将来、働く時にきっと役立

ちます。そのような力を身に付けて、次のステージへの一歩を踏

み出してほしいです。 

 

【１年生福祉課訪問】 

毎年、１年生は夏休みから２学期にかけて、居住地域の「福祉

課訪問」を実施しています。自分の住む地域で受けられる福祉サ

ービスを知ることや、卒業後の生活や就労に向かう際の手続きの

方法などの情報を福祉課と共有することが目的です。今年も1年

生は、保護者と学年の教員と一緒に訪問をしました。卒業時は、

１８歳という成人です。親が行っていた手続きなども自分でやれ

るようにしていきたいものです。 

 



【４月～１１月 進路見学実習実施施設一覧】 

１ 企業・公共 

イオン与野モール（さいたま市） ヒナノ珈琲（越谷市）  

ガスト越谷駅東口店（越谷市） 

ファッションセンターしまむら上尾本町店（上尾市）  

ファッションセンターしまむら旭町店（川越市） 

ユニクロ越谷レイクタウン mori店（越谷市） 

ミスタードーナツ北朝霞駅前ショップ（朝霞市） 

朝霞なかよし幼稚園（朝霞市） 

 

２ 福祉事業所 

〇就労移行 なし 

 〇就労継続A型 なし 

 〇就労継続B型 

ウーリー和光（和光市） aloha南大塚（川越市）  

aloha新狭山駅前（狭山市）  

埼玉福祉事業協会 花の食品館レストラン（さいたま市） 

アネスティ株式会社 あすか川島工房（川島町） 

どっぽカフェ（さいたま市）     

〇生活介護 

領家グリーンゲイブルズ（上尾市） 北本市立ふれあいの家 

 

３ 進学（体験、説明会、入試等 ）                                                                                   

〇専攻科体験  1次入試（本校）１１/２９（金） 

〇総合型入試   



〇訓練施設 

日本視覚障害者職能開発センター説明会（東京四谷） 

障害者職業リハビリテーションセンター説明会・体験（所沢市） 

〇大学 

筑波技術大学見学会（茨城県つくば） 

各自オープンキャンパス 

★振り返り（事後学習）★ 

見学や実習等は、事後学習として実習ノートや各報告書を作成して、

生徒が振り返りを実施しています。 

本人が自己理解を深めるため、 

及び後進の人に資料を残すために、 

生徒が記録して活躍してくれています。 

 

専攻科３年生 夏季校外臨床実習報告 

 専攻科では２年生の後期から校外臨床実習、１月から校内臨床実

習を行います。３年生も４月から１２月までの校内臨床実習と７月

から８月の４週間の夏季校外臨床実習を行っております。 

 特に３年生の夏季校外臨床実習ではあん摩マッサージ指圧師・は

り師・きゅう師としての実際の現場を体験することができるため、

卒業後の進路決定に大きな意義のある実習となっています。 

 今年度も無事に終えることができ、生徒からは「非常に勉強にな

りいい機会だった」「施術や仕事に対して人間的にも勉強になった」

「触診の力が重要だと痛感した」「学校ではできないこともさせて

もらった」「自分の課題も分かり、いい経験になった」など、充実し

たという感想が多く聞かれました。 



【実習先紹介】 

 ・パーソルダイバース(株)（豊島区）     ヘルスキーパー 

 ・第二川口シニアセンター（川口市）   特別養護老人ホーム 

 ・カモミール治療院（川口市）            治療院 

 ・デイサービス ツクイ幸手（幸手市)      デイサービス 

 ・富士通ハーモニー(株)（さいたま市）    ヘルスキーパー 

 ・NECソリューションイノベータ(株）（江東区）ヘルスキーパー 

 ・一枝のゆめ治療院（北区）             治療院 

 ・(株)サイバーエージェントウィル（渋谷区） ヘルスキーパー 

 

第33回あん摩マッサージ指圧師はり師きゅう師国家試験のご案内 

 専攻科３年生は国家試験まで残りわずかとなり追い込みの時期

となっております。 

 専攻科では３年生への受験対策の取り組みとして、年３回の校内

模擬試験の実施、１２月で校内臨床実習が終わり１月からはすべて

受験対策授業、必要に応じて放課後や夏季・冬季休業日の受験指導

などとなります。 

今年度の国家試験については以下のとおりです。 

【試験日】 

 あん摩マッサージ指圧師国家試験    

令和７年２月２２日(土曜日) 

 はり師国家試験・きゅう師国家試験  

令和７年２月２３日(日曜日) 

【試験会場（埼玉）】 

 国立障害者リハビリテーションセンター（所沢市） 



【試験問題の出題数】 

 あん摩マッサージ指圧師国家試験  

午前・午後各８０問 合計１６０問 

 はり師国家試験・きゅう師国家試験   

午前・午後各９０問 合計１８０問 

【合格発表】 

 令和７年３月２６日（水曜日）午後２時 

 厚生労働省ホームページ及び東洋療法研修試験財団ホームページ 


